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令和 4 年度 第 5 回中津江グループホームなごみ運営推進会議議事録 

実施日時 令和 5 年 1 月 26 日（木） 14:00～15:15 

場所 中津江 1 区公会堂 

出席者 別紙参照 

前回からの継続課題 

・ 無 

・ ○有

内容： 

① 令和 4 年度外部評価結果と目標達成計画について、運営推進

会議内にて検討する。 

② オンラインでの地域交流について

はじめに 

・ グループホーム（以下 GH）管理者より挨拶。 

10 年に一度の大寒波の中での会議となった。先日、雪が舞う

中での受診介助や GH 中庭に積もった雪を見て触れて、「雪降る

ね。冬やからねー。」との発言があった。寒いからと室内での

生活だけにならないように、外気にも触れながら季節感を感じ

る大切さを改めて感じた。ただ、気温差もあるので体調管理に

は十分を付けていきたい。 

近

況

に

つ

い

て

利用者状況 

・ GH 管理者より、令和 4 年 12 月～令和 5 年 1 月の利用状況 

（利用者の平均年齢、平均要介護度、入退所状況等）を説明す

る。 

活動状況 

・ GH 介護主任兼計画作成担当者より、広報誌なごみ便り（第 

141 号/ R4.12 月、第 142 号/R5.1 月）を紹介する。12 月には

家族交流行事として、①忘年会、②お飾り作り、③お餅つきを

実施し、ご家族はオンラインにて参加された。前回会議内で、

藁の情報提供を依頼したが、中津江・むつみ・美祢地域より藁

を提供していただき、今回は茅の輪くぐりも作製した。 

・ GH 計画作成担当者兼介護職より、令和 4 年 12 月及び令和 5 

年 1 月の事故報告と対策について説明する。 

・ GH 介護主任兼計画作成担当者より、身体拘束をしないケアの 

取り組みについて、現場での取り組み内容を説明する。 

・ GH 管理者より、外部評価結果、目標達成計画について説明す 

る。外部評価では、事業所記入の特に力を入れている事、評価

機関記入の優れている点について説明する。目標達成計画で

は、①事故防止の取り組みや事故発生時の備え、②災害対策に

ついて、③馴染みの人や場との関係継続の支援について説明す

る。 
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評  

価 

家族 

・ 入所してから約 1 年経ちますが、なごみで落ち着いて生活し 

ているようで安心しています。事故報告の中で、転倒による事

故が多いが仕方がない部分もあるかと思います。転倒しても

「転んでいない」と訴えたり、対応が難しいと思いますがよろ

しくお願いします。 

（利用者家族） 

→自分の意志で移動する方が多い中で、常時、側で付き添う

ことが難しい為、バランスを崩したり、ちょっとした段差で躓

いたりと転倒に繋がったケースが多い。大きな怪我とならない

ように、環境整備や必要時にケアするなど対応している。 

（GH 管理者） 

地域住民 

・ 事故報告書の中で、今回転倒事故が多いように思う。中には 

治療が必要な方もいると思うが、病院とはどのように対応して

いるのですか。 

（中津江県営住宅 H 棟管理者） 

→緊急時には、協力医療機関として玉木病院で対応している。 

在宅係りつけ医を継続する方もいるが、状態に応じて医療機関

と連携するようにしている。 

（GH 管理者） 

・ 新型コロナが 2 類相当から 5 類へ引き下げる報道がある。萩

市では連日感染者数だけが報道されており、噂では病院で感染

者が多いと聞くが、受診することで感染するのではないかと不

安がある。市の対応として、どこでどの程度感染者がいるのか。

ケーブルテレビを通じて発信することは出来ないのだろうか。 

（理髪店） 

→メディアを通じて、全市民に対してのきめ細かい情報発信を

行うことについて、風評被害だけでなく、感染予防法上、個人

が特定される情報公表は困難となっている。外来受診等での不

安がある場合、情報は限られるが個別に対応することは可能な

ので、市へ相談されても構わない。 

（萩市高齢者支援課） 

市町村等 

・ 転倒事故について、状況に応じて事故対応や改善策を検討し 

ている。ヒヤリハット報告を挙げながら、大きな事故に繋がら

ないように対応してもらいたい。 

（萩市地域包括支援センター） 

・ なごみ便りの中で、ボランティアはオンラインにて開催検討

とあるが、1/31（火）14:00～ジョイントネット萩『草の芽』

とのオンライン交流会を予定している。萩社協となごみをオ

ンライン ZOOM で繋いで初めて開催する。 

（萩市社会福祉協議会） 
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≪令和 4 年度 外部評価結果と目標達成計画について≫ 

質

問

・

助

言

・

要

望

等 

市町村等 

・ かかりつけ医の受診支援の件で、歯科受診についてはどのよ 

うに対応されていますか。 

（利用者家族） 

→歯科受診については基本的には在宅時でのかかりつけ医に

外来受診にて対応するようにしている。環境面や身体機能低下

での外来受診が難しい場合には、訪問診療にて対応するように

支援している。 

（GH 管理者） 

・ マニュアルに沿って、よくされている。 

 （理髪店） 

・ 事業所が特に力を入れている点において、三食調理の中で『献

立作成』や『お母ちゃん自慢料理』を通じて、回想法を用い

て昔を再現するなど、利用者の認知症予防に取り組むなど工

夫がみられる。 

（萩市高齢者支援課） 

・ 入所後も文化的な生活が継続できるように、利用者個々の希 

望に合わせて支援をしている。 

（萩市地域包括支援センター） 

・ 職員の所内研修で様々な研修内容で実施しているが、社協に 

高齢者模擬体験セットを研修用として貸出している。研修内容

に高齢者体験も検討されてはどうだろうか。 

（萩市社会福祉協議会） 

→高齢者の機能を実体験することもケアを行う上で大切だと

思うので、来年度の研修計画の中で検討したい。 

（GH 管理者） 

そ

の

他 

市町村等 

・ 新型コロナ対策リーフレットを作成している。医療機関への 

かかり方や社協の買い物支援等の情報掲載するので活用して

もらいたい。 

（萩市高齢者支援課） 

次回会議までの 

継続課題 
・ 特になし 

備  考 

次回：令和 5 年 3 月 23 日（木）14:00 開催予定 

開催場所：中津江 1 区公会堂 

※新型コロナウイルス感染症が収束するまでは、GH なごみ室内

での会議開催は難しい状況にて、中津江 1 区公会堂をお借りする

こととなる。 


